
   項      目     金     額（円）    備    考 

挿し木講習会資材 14,000  

植栽等用具保管倉庫 179,000  

階段設置用資材 124,000  

植栽用資材 158,000  

植栽用肥料   189,000                 

散水用資材   39,000  

緑化講習会講師謝礼 20,000  

間伐（５０本） 760,000  

雑費 17,000  

合      計 1,500,000  

決算書掲載頁　P199

内
訳

市街地における自然や緑が減少している状況のなかで、残された貴重な樹林地の保全と活用を図り、都市緑地の修景
整備を実施する。

対象地が広く、長期に渡って植栽する必要があることから、担い手である地元住民の多数の参加を要請していく。
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市街地における自然や緑が減少している状況のなかで、緑地の保全と整備を促進する。
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対象地が広く、長期に渡って植栽する必要があることから、担い手である地元住民の多数の参加を要請していく。
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事業：緑地整備事業                                

１．美加の台第１０緑地整備事業 

美加の台第１０緑地は、１３．８７ha を有し、寺ケ池公園よりも広く本市都市緑地でも最大面積を誇る。また、

同団地のほぼ中央に位置し、遠く神戸六甲山までの眺望が望め、緑豊かな同団地のシンボルとなっていたが、当初

開発者により植栽されたマツがマツクイムシにより全滅し、緑地機能が低下しているのが現状である。 

このような状況の中、地元での植栽の機運が高まり、協働事業提案制度※に応募され採択されたものであり、地

元の連合自治会傘下の植樹実行委員会が中心となって平成２４年度から美加の台自治会連合会、森林ボランティア

トモロス、大阪府森林組合南河内支店、（公財）河内長野市公園緑化協会、河内長野市の５者の協働事業として植栽

事業を実施した。 

           

   ※ 協働事業提案制度 

…市民公益活動の専門性や柔軟性等を活かした事業の提案を公募し、市民と市が協働することで、地域や 

社会の課題の効果的・効率的な解決を図るとともに、市行政への住民参加の促進を図り、暮らしやすい 

地域社会を実現していくための制度。 

細事業：緑地整備事業                        

１．委託の内訳 

 (1) 美加の台第１０緑地整備業務 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．事業の経過 

 美加の台第１０緑地整備事業の実施については、参画している５者による会議（５者会議）を６回開催し、植栽

計画を立案し、平成２４年度においてサクラ１１２本の植栽を実施した。また、準備として、次年度以降の植栽用

の苗木養成のための挿し木講習会、斜面での作業を安全に実施するための階段設置、階段の資材調達のための雑木

の伐採等を実施した。               

   項      目     金     額（円）    備    考 

挿し木講習会資材 14,000  

植栽等用具保管倉庫 179,000  

階段設置用資材 124,000  

植栽用資材 158,000  

植栽用肥料   189,000                 

散水用資材   39,000  

緑化講習会講師謝礼 20,000  

間伐（５０本） 760,000  

雑費 17,000  

合      計 1,500,000  


